
『
竹
馬
狂
吟
集
』
十
巻
は
、
「
言
ひ
捨
て
」
と
な
っ
て
い
た
俳
譜
連
歌
を
初
め
て
収

録
し
た
現
存
最
古
の
俳
請
撰
集
で
あ
り
、
巻
一
～
四
は
発
句
、
巻
五
～
十
は
付
合
に
分

け
、
発
句
四
季
計
二
十
句
、
付
句
四
季
・
恋
・
雑
計
二
百
十
七
組
を
収
め
て
い
る
。

編
者
は
未
詳
で
あ
る
が
、
以
下
の
通
り
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
の
序
文
を
備
え
、
当

時
の
俳
譜
観
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
く
ば
の
山
の
こ
の
餅
か
の
餅
、
食
は
い
人
も
侍
ら
ぬ
折
な
れ
ば
、
神
も
か
ぶ
り
、

仏
も
捨
て
た
ま
は
ぬ
と
や
ら
ん
。
此
中
に
し
て
、
難
波
津
の
あ
し
こ
し
も
立
た
ぬ
ほ
ど

に
衰
へ
、
和
歌
の
浦
波
立
ち
居
に
は
あ
し
べ
の
音
高
き
の
み
な
れ
ど
も
、
も
ろ
こ
し
に

は
よ
こ
し
ま
な
か
ら
ん
ば
か
り
と
い
ひ
、
日
本
に
は
心
の
種
と
や
ら
ん
か
け
る
な
れ
ば
、

清
狂
伴
狂
の
た
ぐ
ひ
と
し
て
、
詩
狂
酒
狂
の
お
も
む
き
を
題
と
し
、
竹
馬
狂
吟
集
と

名
づ
け
侍
り
。
凡
、
東
八
に
た
づ
ぬ
る
た
よ
り
も
な
く
、
ひ
ろ
く
西
九
に
も
と
む
る
に

も
あ
ら
ず
、
人
の
語
れ
る
口
を
移
し
、
己
が
聞
耳
に
入
る
が
ば
か
り
也
。
こ
と
さ
ら
井

の
底
の
蛙
の
入
道
、
住
み
ぬ
る
水
の
浅
々
と
、
林
の
下
の
梅
法
師
匂
ひ
な
く
、
痩
々
と

し
た
る
ぱ
か
り
の
み
な
ら
ん
。
し
か
は
あ
れ
ど
も
、
梨
を
も
と
め
栗
を
ひ
ろ
ふ
人
を
道

引
か
む
を
し
ら
ず
、
心
を
と
る
、
心
を
な
ぐ
さ
む
た
よ
り
ば
か
り
ぞ
か
し
。
こ
れ
も
ま

た
里
犬
の
音
こ
ゑ
さ
な
が
ら
み
な
得
解
脱
の
便
、
山
田
の
鹿
の
鹿
火
は
実
相
の
た
ぐ
ひ
、

俳
書
標
題
の
意
匠
に
つ
い
て
ｌ
『
…
草
』
型
標
題
を
中
心
に
Ｉ

《
｜
》

（
注
ご

右
の
序
文
は
、
全
文
俗
語
・
縁
語
・
掛
詞
・
も
じ
り
を
多
用
し
た
「
俳
譜
的
な
戯
文
」

で
記
さ
れ
て
お
り
、
「
俳
譜
連
歌
」
の
滑
稽
味
が
横
溢
し
て
い
る
が
、
特
に
注
目
す
べ
き

は
、
『
竹
馬
狂
吟
集
』
の
命
名
の
由
来
を
述
べ
た
「
清
狂
祥
狂
の
た
ぐ
ひ
と
し
て
、
詩
狂

酒
狂
の
お
も
む
き
を
題
と
し
、
竹
馬
狂
吟
集
と
名
づ
け
侍
り
」
の
部
分
で
あ
る
。

木
村
三
四
吾
氏
・
井
上
壽
氏
校
注
・
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
竹
馬
狂
吟
集
新
撰

犬
筑
波
集
』
（
昭
和
六
十
三
年
新
潮
社
刊
）
に
よ
れ
ば
、
「
清
狂
伴
狂
の
た
ぐ
ひ
」
は
、

「
い
わ
ゆ
る
風
狂
者
」
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
「
連
歌
に
し
て
連
歌
で
は
な
い
俳
譜
連

歌
を
作
る
一
人
」
の
意
で
あ
る
と
い
う
。
「
詩
狂
酒
狂
の
お
も
む
き
」
と
は
、
そ
の
「
清

狂
祥
狂
の
た
ぐ
ひ
」
が
作
る
俳
譜
連
歌
の
卑
俗
で
狼
雑
な
作
品
世
界
を
指
す
文
言
で
あ

ろ
う
が
、
「
詩
狂
酒
狂
」
と
は
、
古
典
の
正
統
で
あ
る
『
詩
経
』
『
害
経
』
を
も
じ
る
こ

と
で
、
俳
譜
連
歌
が
純
正
連
歌
の
雅
趣
と
似
て
非
な
る
こ
と
を
強
調
し
、
謙
退
の
意
を

言
い
込
め
よ
う
と
し
た
も
の
か
。

（
注
二
）

連
歌
に
し
て
連
歌
で
は
な
い
「
俳
譜
連
歌
」
を
集
め
、
「
俳
譜
と
連
歌
と
の
峻
別
」

を
も
た
ら
し
た
撰
集
は
『
竹
馬
狂
吟
集
』
と
名
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
標
題
名
の
「
竹
馬
」

（
注
三
）

は
、
木
村
三
四
吾
氏
の
指
摘
の
通
り
、
「
菟
玖
波
」
（
筑
波
）
の
も
じ
り
で
あ
り
、
「
狂

尊
く
思
ふ
こ
こ
ろ
ば
か
り
也
。
も
し
用
ふ
る
人
あ
ら
ば
、
上
戸
の
肴
と
や
な
り
侍
ら
ん
。

と
き
に
明
応
の
八
と
せ
二
月
の
十
日
あ
ま
り

し
る
す
こ
と
し
か
な
り
。

安
保
博
史
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『
新
撰
犬
筑
波
集
』
以
来
、
三
浦
為
春
著
『
犬
悌
』
（
慶
長
末
）
・
重
頼
編
『
犬
子

集
』
（
寛
永
十
年
刊
）
・
西
武
編
『
鷹
筑
波
集
』
（
寛
永
十
九
年
刊
）
・
貞
徳
箸
『
新
増

犬
筑
波
集
』
（
寛
永
二
十
年
刊
）
・
季
吟
編
『
新
続
犬
筑
波
集
』
（
万
治
三
年
刊
）
・
銀

竹
軒
光
方
編
『
雀
子
集
』
（
寛
文
二
年
刊
）
・
蘭
秀
編
『
後
撰
犬
筑
波
集
』
（
延
宝
二
年

吟
」
は
清
狂
の
者
が
吟
じ
た
連
歌
、
す
な
わ
ち
「
俳
譜
」
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
俳
諸
連
歌
集
の
第
一
の
標
題
が
、
「
筑
波
（
の
道
）
」
（
連
歌
）
か
ら
一
段
、

品
下
る
こ
と
を
象
徴
し
て
「
竹
馬
」
と
も
じ
る
と
と
も
に
、
謙
退
の
極
み
と
も
言
う
べ

（
注
四
）

き
「
狂
」
の
一
字
を
付
し
て
い
る
点
は
、
近
世
期
初
頭
の
「
パ
ロ
デ
ィ
の
世
紀
」
に
「
雅
」

を
も
ど
い
て
卑
俗
化
し
、
も
っ
て
笑
い
を
誘
う
様
式
（
「
な
を
し
」
）
が
盛
行
し
、
標
題

に
お
い
て
も
、
古
典
の
諸
作
に
倣
い
も
じ
っ
て
命
名
す
る
ブ
ー
ム
と
照
応
す
る
も
の
が
あ

り
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

俳
譜
連
歌
集
の
第
二
は
、
山
崎
宗
鑑
編
と
さ
れ
る
『
新
撰
犬
筑
波
集
』
で
あ
る
。
標

題
は
古
写
本
系
で
は
「
誹
譜
連
歌
」
ま
た
は
「
誹
譜
連
歌
抄
」
、
刊
行
本
系
（
古
活
字

本
・
整
版
本
）
で
は
『
新
撰
犬
筑
波
集
』
と
あ
る
。

（
注
五
）

「
誹
譜
連
歌
」
・
「
誹
譜
連
歌
抄
」
と
い
う
名
は
、
井
口
壽
氏
に
よ
れ
ば
、
「
固
有
名

詞
と
い
う
よ
り
も
宗
鑑
の
覚
書
き
の
標
題
」
で
あ
り
、
『
新
撰
犬
筑
波
集
』
と
い
う
名
は
、

宗
鑑
没
後
の
慶
長
～
寛
永
頃
（
一
五
九
六
～
一
六
四
四
）
、
某
か
に
よ
っ
て
『
新
撰
犬

筑
波
集
』
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
『
新
撰
犬
筑
波
集
』
は
、
勿
論
、
二
条
良
基
編

『
菟
玖
波
集
』
に
つ
ぐ
第
二
の
准
勅
撰
連
歌
集
で
あ
る
宗
祇
編
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
を

意
識
し
て
命
名
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
場
合
も
「
犬
」
と
い
う
謙
退
の
一
字
が

付
さ
れ
て
い
る
点
は
見
落
と
せ
な
い
。

《
一
一
》

刊
）
・
蛇
鱗
編
『
俳
譜
犬
の
尾
』
（
天
和
二
年
刊
）
・
鬼
貫
著
『
犬
居
士
』
（
元
禄
三
年

刊
）
・
越
人
編
『
猫
の
耳
』
（
享
保
十
四
年
刊
）
・
＊
光
編
『
ひ
な
つ
く
ば
』
（
享
保
二
十

年
刊
）
・
梅
員
編
『
猫
筑
波
集
』
（
宝
永
三
年
刊
）
・
波
子
編
『
犬
鼓
』
（
正
徳
頃
刊
？
）

・
三
世
湖
十
編
『
犬
新
山
家
』
（
享
保
十
八
年
奥
）
・
嵐
山
編
『
猿
利
口
』
（
安
永
四
年

賊
）
・
林
泰
道
編
『
安
永
犬
筑
波
』
（
安
永
四
年
刊
）
・
虎
杖
編
『
い
ぬ
榧
集
』
（
文
化

四
年
序
）
・
太
＊
編
『
犬
古
今
』
（
文
化
五
年
刊
）
等
と
、
「
犬
桜
、
犬
蓼
と
云
が
ご
と
」

（
『
新
増
犬
筑
波
集
』
序
）
く
連
歌
・
和
歌
等
に
対
す
る
謙
退
や
も
じ
り
の
意
、
先
行

書
に
あ
や
か
り
古
人
に
学
ぶ
意
等
を
込
め
て
、
「
犬
」
「
鷹
」
「
雀
子
」
「
猫
」
「
雛
」
「
猿
」

（
注
六
）

の
字
を
付
し
た
標
題
が
見
ら
れ
る
事
実
は
類
型
的
意
匠
と
し
て
注
目
で
き
る
。

ま
た
、
胤
及
編
『
鉋
屑
集
』
（
万
治
二
年
刊
）
・
梅
盛
編
『
捨
子
集
』
（
万
治
二
年
序
）

一
雪
編
『
歌
林
鋸
屑
集
』
（
万
治
三
年
刊
）
・
『
鄙
諺
集
賞
寛
文
二
年
刊
）
・
良
保
編
『
破

枕
集
』
（
寛
文
三
年
刊
）
・
常
矩
編
『
誹
譜
捨
舟
』
（
寛
文
十
三
年
刊
）
・
重
安
編
『
糸

屑
』
（
延
宝
三
年
刊
）
・
轍
士
編
『
糸
屑
』
（
元
禄
六
年
序
）
・
大
鶴
庵
塊
翁
編
『
こ
と

ば
く
づ
』
（
文
化
十
三
年
刊
）
等
と
、
自
ら
の
撰
集
書
を
「
鉋
屑
」
「
捨
子
」
「
鋸
屑
」

「
鄙
諺
」
「
捨
船
」
「
糸
屑
」
「
く
づ
」
同
然
の
拙
き
詠
草
を
集
め
た
も
の
の
ご
と
く
謙

（
注
七
）

遜
・
諸
晦
し
た
標
題
も
類
型
的
意
匠
と
し
て
認
め
ら
れ
よ
う
。
特
に
、
編
者
が
未
熟
で

あ
る
た
め
、
こ
の
書
は
「
あ
し
く
繰
な
し
た
る
糸
屑
」
（
序
）
と
な
っ
た
と
命
名
の
由
来

を
掲
げ
る
重
安
編
『
糸
屑
』
、
「
（
命
名
の
）
由
来
此
書
は
口
も
な
し
、
お
く
も
な
し
、

た
ぎ
結
び
合
た
る
糸
屑
な
る
」
（
序
）
と
記
す
轍
士
編
『
糸
屑
』
の
両
書
は
、
同
名
だ

け
に
、
標
題
を
命
名
す
る
各
々
の
発
想
方
法
が
知
ら
れ
て
興
味
深
い
。

右
の
中
に
は
、
標
題
の
動
物
名
に
謙
退
・
も
じ
り
・
鞘
晦
以
外
の
寓
意
を
成
し
た
標

題
も
あ
る
。
例
え
ば
、
尾
張
蕉
門
の
越
人
編
に
よ
り
春
夏
秋
冬
雑
の
発
句
集
の
後
に
歌

仙
五
巻
を
収
め
た
発
句
連
句
集
の
、
『
猫
の
耳
』
（
享
保
十
四
年
刊
）
な
る
標
題
で
あ
る
。

本
書
は
、
岡
両
子
序
に
「
集
を
猫
耳
と
い
ふ
事
は
清
女
が
筆
に
よ
る
な
ら
し
」
と
見
え
、
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影
木
下
機
石
賊
に
「
列
居
椿
の
言
の
葉
し
げ
く
、
覇
王
樹
の
む
つ
か
し
き
編
集
の
姿
な

れ
ば
と
、
此
老
の
謙
題
な
ら
ん
か
し
。
如
何
、
清
女
が
い
へ
る
猫
耳
を
一
刀
に
裁
断
し

て
誹
譜
の
南
泉
と
悟
入
し
さ
ら
ば
、
蕉
風
の
清
雅
喝
雷
の
吟
を
き
く
天
然
を
得
む
こ
と

む
つ
か
し
か
ら
ぬ
、
か
れ
が
耳
な
ら
ず
や
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
む
つ
か
し

げ
な
る
も
の
。
（
中
略
）
猫
の
耳
の
中
」
（
『
枕
草
子
』
）
に
よ
っ
て
謙
退
の
意
を
示
し
な

が
ら
も
、
禅
の
公
案
「
南
泉
斬
猫
」
に
寓
し
て
、
支
考
に
対
す
る
敵
煽
心
を
示
し
て
い

（
注
八
）

る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
事
例
な
ど
は
、
序
賊
等
の
読
み
に
よ
っ
て
、
標
題
の
動
物

名
に
謙
退
以
上
の
寓
意
が
明
ら
か
と
な
る
好
例
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
犬
」
が
付
さ
れ
た
俳
譜
撰
集
の
中
で
も
、
重
頼
編
『
犬
子
集
』
（
寛
永

十
年
刊
）
は
新
旧
世
代
に
よ
る
命
名
意
識
の
齪
賠
が
知
ら
れ
、
興
味
深
い
。
『
犬
子
集
』

と
い
う
標
題
は
、
そ
の
序
文
に
、
「
し
か
る
を
、
『
犬
子
集
』
と
い
ふ
事
、
『
犬
筑
波
』
を

し
た
ひ
て
書
た
る
故
也
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
『
新
撰
犬
筑
波
集
』
に
因
ん
で
付
け
ら

れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
『
犬
子
集
』
と
い
う
標
題
を
掲
げ
て
上
梓
さ
れ
る
ま
で
に

は
様
々
な
経
緯
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
貞
室
編
『
玉
海
集
追
加
』
（
寛
文
七
年
刊
）
賊
文

が
つ
ぶ
さ
に
証
言
し
て
く
れ
る
。

我
師
松
永
貞
徳
先
生
、
あ
や
し
う
み
ち
に
堪
た
り
し
か
ば
、
な
が
れ
を
む
す
ぶ
も
の

お
ほ
く
侍
し
中
に
、
親
重
・
重
頼
と
い
ふ
者
わ
き
て
此
門
に
あ
そ
び
、
天
文
年
中
よ
り

以
来
の
発
句
・
付
句
を
拾
ひ
て
一
集
と
な
し
給
へ
と
、
師
に
訟
へ
し
か
ど
も
、
集
と
名

づ
け
む
こ
と
を
は
曹
か
り
て
、
し
ば
し
う
け
ひ
き
給
は
ざ
り
し
を
、
二
子
頻
り
に
懇
望

せ
し
か
ば
、
黙
止
が
た
う
や
思
は
れ
け
む
、
犬
築
波
の
子
か
た
に
な
ぞ
ら
へ
て
犬
子
草

と
い
ふ
題
号
を
も
と
め
、
二
弟
に
あ
た
へ
給
ふ
。
よ
て
重
頼
筆
を
と
り
、
親
重
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
、
勢
州
山
田
の
句
帳
を
は
じ
め
、
都
鄙
の
句
を
集
る
に
至
り
て
、
二
子
が

中
そ
ば
そ
ば
し
う
成
行
、
剰
へ
師
門
に
も
疎
か
り
し
。
さ
れ
ど
彼
草
案
は
重
頼
が
所
持

せ
し
か
ば
、
頼
止
ず
し
て
一
千
五
百
の
句
を
集
め
、
草
を
集
と
題
し
て
板
行
せ
し
に
、

先
輩
た
る
親
重
が
句
を
七
十
五
句
、
を
の
れ
が
作
を
百
五
十
余
句
書
入
ぬ
。
親
重
こ

れ
を
憤
り
け
ん
、
四
季
に
四
巻
の
句
帳
を
作
り
、
犬
子
集
の
千
五
百
句
を
も
く
は
へ
、

彼
是
弐
千
六
百
余
の
句
続
き
、
犬
子
に
は
前
後
混
乱
あ
れ
ど
、
親
が
句
は
も
と
の
ま

畠
百
五
十
余
書
つ
け
、
重
が
句
は
倍
し
て
三
百
句
し
る
し
顕
し
、
一
村
と
い
ふ
も
の
に

清
書
さ
せ
て
開
板
す
。
し
か
あ
り
し
よ
り
二
子
道
を
い
ど
み
て
、
重
は
は
な
ひ
草
を
作

り
、
頼
は
毛
吹
草
を
撰
み
、
お
な
じ
く
追
加
を
編
り
。

右
の
『
玉
海
集
追
加
』
賊
文
は
、
親
重
（
立
圃
）
と
重
頼
の
「
二
子
」
が
文
壇
名

士
た
る
貞
徳
に
「
天
文
年
中
よ
り
以
来
の
発
句
・
付
句
を
拾
ひ
て
一
集
と
な
し
給
へ
」

と
発
企
し
幾
度
も
懇
望
し
た
と
こ
ろ
、
貞
徳
は
や
む
を
得
ず
「
犬
築
波
（
犬
筑
波
）
の

子
か
た
」
に
擬
し
て
『
犬
子
草
』
と
い
ふ
標
題
を
与
え
た
こ
と
を
伝
え
る
。
「
犬
子
草
」

（
注
九
）

（
「
え
の
こ
ろ
草
」
と
も
）
は
卑
近
な
雑
草
の
名
で
あ
る
。
俳
譜
風
情
の
拙
き
詠
草
な
ど

に
は
、
こ
れ
で
十
分
な
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
名
を
『
犬
筑
波
集
』
に
因
む
か
ら
と
い
っ
て

「
二
子
」
に
与
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
歌
壇
へ
の
輝
り
も
あ
っ
て
、
和
歌
集
・
連

歌
集
同
等
に
末
尾
に
「
集
と
名
づ
け
む
こ
と
」
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
貞

徳
は
、
『
新
増
犬
筑
波
集
』
（
寛
永
二
十
年
刊
）
の
序
文
の
中
で
、
「
さ
れ
ば
誹
譜
を
犬

連
歌
と
い
ふ
心
に
宗
鑑
が
題
す
る
か
」
と
記
す
通
り
、
俳
譜
そ
の
も
の
を
「
犬
連
歌
」

扱
い
し
て
等
閑
に
付
し
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
俳
譜
撰
集
の
企
画
に
食
指
が
動
く
は
ず

（
注
十
）

も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
重
頼
は
、
『
犬
子
草
』
を
も
っ
て
新
俳
譜
撰
集
の
標

題
と
す
る
貞
徳
の
態
度
に
不
満
を
持
ち
、
親
重
（
立
圃
）
と
決
裂
後
、
題
の
「
草
」
の

一
宇
を
捨
て
、
和
歌
集
並
に
『
犬
子
集
』
と
改
め
て
刊
行
し
た
。
そ
う
し
た
重
頼
の
行

（
注
十
二

動
は
、
加
藤
定
彦
氏
の
説
か
れ
る
通
り
、
「
新
興
の
庶
民
文
芸
で
あ
る
俳
譜
に
対
す
る

愛
着
と
自
侍
の
心
」
の
成
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
重
頼
に
と
っ
て
、
『
犬
子
集
』
と
い
う
名
は
、
俳
譜
を
「
晴
」
の
文
事

に
押
し
上
げ
よ
う
と
す
る
明
確
な
意
志
表
示
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
「
名
は
体
を
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表
す
」
、
重
頼
は
堂
々
た
る
大
本
五
冊
の
第
二
冊
末
に
句
引
を
加
え
て
作
者
名
を
列
記

す
る
と
と
も
に
、
第
五
冊
に
貴
顕
・
名
家
の
作
品
を
掲
げ
て
、
俳
譜
の
伝
統
と
権
威
を

演
出
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
名
も
な
き
庶
民
の
「
言
ひ
捨
て
」
が
作
者
名
を
付
し
て
記

録
さ
れ
、
句
引
に
名
前
ま
で
発
表
さ
れ
る
と
い
う
事
実
は
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
出

来
事
で
あ
っ
た
。

一
方
、
『
犬
子
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
同
じ
年
、
親
重
（
立
圃
）
は
、
重
頼
と
衝
突
の

（
注
十
二
）

末
、
急
遼
『
犬
子
集
』
草
稿
に
自
身
の
句
や
親
重
（
立
圃
）
周
辺
の
俳
譜
好
士
の

句
を
増
補
し
た
撰
集
を
編
み
（
寛
永
十
年
十
一
月
奥
）
、
『
誹
譜
発
句
帳
』
と
い
う
標
題

を
付
し
た
。
連
歌
師
の
発
句
を
集
成
し
た
『
大
発
句
帳
』
（
『
発
句
帳
』
と
も
）
に
倣
っ

（
注
十
三
）

た
も
の
と
思
わ
れ
る
『
誹
譜
発
句
帳
』
と
い
う
標
題
に
は
、
俳
譜
を
連
歌
並
に
扱
う
点

で
、
『
犬
子
集
』
と
同
じ
く
、
俳
譜
を
独
立
し
た
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
に
引
き
上
げ
よ
う
と
す

る
意
欲
が
窺
知
さ
れ
よ
う
。

寛
永
十
年
、
『
犬
子
集
』
や
『
誹
譜
発
句
帳
』
を
披
見
し
た
人
々
は
誰
し
も
、
両
撰

集
の
標
題
自
体
に
事
改
ま
っ
た
新
鮮
感
を
抱
き
、
そ
の
和
歌
・
連
歌
集
同
等
の
標
題
の

意
匠
に
俳
譜
の
新
時
代
を
実
感
し
た
に
相
違
な
い
。
事
実
、
貞
徳
も
俳
譜
興
隆
の
新
潮

（
注
十
四
）

流
の
も
と
、
京
都
の
貞
徳
一
門
は
重
頼
や
立
圃
等
と
対
抗
し
て
撰
集
合
戦
を
繰
り
広
げ
、

グ
ル
ー
プ
の
名
誉
と
権
威
に
か
け
て
、
矢
継
ぎ
早
に
よ
り
多
く
よ
り
大
規
模
な
「
集
」

を
編
纂
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
結
果
、
『
犬
子
集
』
以
後
の
俳
譜
撰
集
の
標
題
に
は
、

良
徳
編
『
昆
山
集
』
（
慶
安
四
年
刊
）
・
令
徳
編
『
昆
山
土
塵
集
』
（
明
暦
二
年
刊
）
・

貞
室
編
『
玉
海
集
』
（
明
暦
二
年
刊
）
・
梅
盛
編
『
鶏
鵡
集
』
（
明
暦
四
年
刊
）
・
元
知

編
『
誹
譜
拾
玉
集
』
（
万
治
元
年
刊
）
・
胤
及
編
『
鉋
屑
集
』
（
万
治
二
年
刊
）
・
季
吟

編
『
新
続
犬
筑
波
集
』
（
万
治
三
年
刊
）
・
一
雪
編
『
歌
林
鋸
屑
集
』
（
万
治
三
年
刊
）

・
良
保
編
『
弁
説
集
』
（
寛
文
元
年
刊
）
・
如
之
編
『
伊
勢
正
直
集
』
（
寛
文
二
年
刊
）

．
『
鄙
諺
集
』
（
寛
文
二
年
刊
）
・
銀
竹
軒
光
方
編
『
雀
子
集
』
（
寛
文
二
年
刊
）
・
良
保

さ
て
、
重
頼
が
『
犬
子
草
』
な
る
標
題
を
捨
て
敢
え
て
『
犬
子
集
』
と
名
付
け
、
親

重
（
立
圃
）
が
連
歌
同
等
に
『
誹
譜
発
句
帳
』
と
命
名
し
て
俳
譜
撰
集
を
上
梓
し
た
事

実
に
、
特
別
の
歴
史
的
意
義
が
あ
る
こ
と
は
諸
家
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
以

後
の
俳
譜
撰
集
の
標
題
を
辿
る
と
、
な
お
も
末
尾
を
「
草
」
で
結
ぶ
標
題
は
途
絶
え
て

い
な
い
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
（
《
六
》
「
『
…
草
』
型
標
題
俳
書
一
覧
」
参
照
）
。
し

か
も
、
同
じ
『
…
草
』
型
標
題
で
も
、
俳
譜
を
「
一
宵
の
あ
だ
言
」
（
宗
因
著
『
蚊
柱

百
句
』
自
序
）
、
「
草
庵
独
座
の
な
ぐ
さ
み
草
」
。
（
同
・
自
賊
）
の
よ
う
に
捉
え
て
、
刊

行
書
を
「
拙
き
詠
草
を
集
め
た
も
の
」
と
し
て
謙
退
・
諸
晦
す
る
旧
来
型
以
外
に
も
、

様
々
な
意
匠
が
あ
り
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
異
な
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
「
草
」
を
伴
う
熟
語
に
は
「
手
向
草
」
や
「
形
見
草
」
、
「
手
引
草
」
や

「
草
結
び
」
（
「
道
し
る
べ
」
「
手
引
き
」
の
意
）
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
標

題
の
末
尾
に
付
す
型
は
最
も
編
集
意
図
が
顕
著
で
あ
り
、
見
付
け
や
す
い
。
例
え
ば
、

下
郷
伝
芳
編
『
手
向
草
』
（
寛
政
三
年
成
）
や
一
瓢
子
編
『
三
千
風
形
見
草
』
（
享
保

十
一
年
刊
）
等
は
文
字
通
り
遺
稿
集
や
追
善
集
の
性
格
を
表
し
て
い
る
し
、
嚥
山
編
『
発

句
手
引
草
』
（
寛
政
四
年
序
）
・
治
波
居
社
友
編
『
発
句
手
引
草
』
（
寛
政
十
二
年
序
）

編
『
破
枕
集
』
（
寛
文
三
年
刊
）
・
梅
盛
編
『
木
玉
集
』
（
寛
文
三
年
刊
）
・
梅
盛
編
『
早

梅
集
』
（
寛
文
三
年
刊
）
・
友
次
編
『
阿
波
手
集
』
（
寛
文
四
年
刊
）
・
重
頼
編
『
佐
夜

中
山
集
』
（
寛
文
四
年
刊
）
・
梅
盛
編
『
落
穂
集
』
（
寛
文
四
年
刊
）
等
、
門
流
の
別
な

く
、
い
か
に
謙
遜
・
稻
晦
の
意
が
鯵
も
う
と
も
、
末
尾
に
は
麗
々
し
く
「
集
」
が
付
さ

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

《
’
二
》
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等
は
、
俳
譜
作
法
書
と
し
て
の
編
集
意
図
を
「
手
引
草
」
の
語
に
明
示
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
崔
歩
編
『
発
句
手
引
草
』
（
文
化
四
年
刊
）
・
同
『
付
合
手
引
草
』
（
文
化
四
年

刊
）
等
は
、
明
ら
か
に
俳
譜
撰
集
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
発
句
・
付
合
の
手
法
の
便
を

備
え
た
点
を
強
調
し
て
「
手
引
草
」
を
名
乗
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
顕
成
編
の

俳
譜
撰
集
『
境
海
草
』
（
万
治
三
年
刊
）
は
、
自
序
に
、

髪
に
、
那
賀
氏
盛
之
と
い
ひ
し
は
、
名
に
お
ふ
和
泉
の
き
ぶ
き
す
き
も
の
に
て
、
和
歌

の
道
筋
、
其
堺
に
居
て
、
こ
と
に
ざ
れ
句
を
好
み
翫
ぶ
あ
ま
り
に
、
南
北
の
人
の
句
の

よ
し
あ
し
を
す
ぐ
り
て
、
垣
壁
に
も
是
を
か
き
つ
け
、
津
守
の
浦
の
つ
も
り
な
ば
、
湊

の
塩
の
し
ほ
か
ら
き
事
な
れ
ど
、
一
巻
の
書
と
も
な
し
、
こ
な
た
か
な
た
の
も
て
あ
つ

か
ひ
ぐ
さ
に
も
と
、
内
々
其
名
を
境
海
草
と
い
は
富
や
と
お
も
へ
る
…
…

と
記
す
通
り
、
編
集
意
図
は
「
こ
な
た
か
な
た
の
も
て
あ
つ
か
ひ
ぐ
さ
」
（
何
や
か
や
と

詠
吟
の
参
考
と
し
て
も
取
り
扱
え
る
書
）
た
ら
ん
と
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
本
書
の
よ

う
に
、
「
手
引
草
」
と
名
乗
ら
な
く
と
も
「
手
引
草
」
的
意
味
を
も
言
い
込
め
て
『
…

草
』
型
標
題
を
採
用
す
る
例
も
見
落
と
し
て
は
な
る
ま
い
。

「
草
結
び
」
を
標
題
と
し
た
例
と
し
て
は
、
信
安
門
の
隆
志
が
宗
匠
立
机
を
記
念
し

て
編
ん
だ
俳
譜
撰
集
『
誹
譜
草
む
す
び
』
（
享
保
十
四
年
自
序
）
が
あ
る
。
本
書
は
自

序
に
、
や
つ
が
れ
年
月
書
集
め
机
上
に
秘
め
置
た
る
破
壁
の
つ
た
な
き
詠
草
あ
り
。
或
日
書
騨

何
某
来
り
一
覧
し
て
是
を
桜
木
に
鎮
ん
事
を
求
む
。
茗
荷
の
わ
す
れ
安
き
を
厭
ひ
姜
の

手
を
述
た
る
編
巻
、
誰
か
是
を
執
る
に
足
ら
ん
と
ふ
か
く
辞
し
侍
れ
ど
も
、
き
く
ら
げ

の
耳
に
留
ず
、
遠
つ
国
の
た
づ
き
に
も
な
し
て
ん
と
一
向
乞
て
終
に
懐
に
す
。
い
な
み

が
た
く
、
却
て
此
題
号
を
誹
譜
草
結
と
名
を
呼
ん
で
達
人
の
笑
ひ
を
待
つ
而
已
。

と
記
す
通
り
、
本
書
が
「
草
を
結
ん
で
初
学
の
道
し
る
べ
と
な
さ
ん
」
と
す
る
編
者
の

（
注
十
五
）

願
い
に
よ
り
、
標
題
と
し
て
「
草
結
」
な
る
語
を
掲
げ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
手
の
事
例
は
雑
俳
に
も
あ
り
、
例
え
ば
、
『
口
合
秘
事
手
引
草
』
（
安
永
二
年
刊
）

（
注
十
六
）

の
版
を
「
再
利
用
し
た
改
版
本
ら
し
い
」
、
梅
亭
撰
・
遊
楽
庵
花
蝶
編
の
雑
俳
地
口
集

は
、
『
口
合
草
結
』
（
安
永
十
年
序
）
と
い
う
標
題
を
も
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
事
実
も

掲
げ
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
立
圃
は
、
『
誹
譜
発
句
帳
』
（
寛
永
十
年
十
一
月
一
日
奥
）
の
刊
行
前

後
に
、
標
題
の
末
尾
に
「
草
」
の
一
字
を
付
し
た
俳
譜
作
法
害
『
は
な
ひ
草
』
（
寛
永

十
三
年
二
月
二
十
三
日
奥
）
を
公
刊
し
、
『
犬
子
集
』
の
編
者
重
頼
は
、
思
い
か
げ
な

い
こ
と
に
、
自
ら
編
ん
だ
俳
譜
作
法
書
（
撰
集
書
を
兼
ね
る
）
に
、
「
毛
を
吹
て
疵
を

求
む
」
の
諺
を
用
い
た
上
二
字
に
「
草
」
を
付
し
た
『
毛
吹
草
』
（
正
保
二
年
刊
）
と

い
う
標
題
を
与
え
て
上
梓
し
、
ま
た
、
こ
れ
ら
「
先
行
の
類
書
で
あ
る
『
は
な
ひ
草
嶌
毛

（
注
十
七
）

吹
草
』
等
に
な
ら
っ
た
」
も
の
か
、
立
圃
門
の
皆
虚
は
明
暦
二
年
に
『
せ
わ
焼
草
』
な

る
標
題
を
掲
げ
た
俳
譜
作
法
書
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
は
ど
の
よ
う
に
解
し

た
ら
よ
い
か
。

実
の
と
こ
ろ
、
『
は
な
ひ
草
』
・
『
毛
吹
草
』
の
両
書
の
場
合
は
序
賊
に
徴
し
て
も
『
…

草
』
型
標
題
の
由
来
が
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
『
せ
わ
焼
草
』
の
場
合
は
自
賊
に
「
彼

蝸
牛
之
角
の
課
を
扱
は
ん
と
思
ふ
は
、
よ
き
せ
わ
や
き
種
也
」
の
辞
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

標
題
の
「
草
」
に
は
、
単
な
る
謙
退
の
意
で
は
な
く
、
「
俳
譜
愛
好
者
の
世
話
（
を
）

焼
（
く
）
良
き
手
引
草
（
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）
」
た
ら
ん
と
す
る
意
が
利
い
て
い
る
こ
と
が

察
知
し
得
る
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
自
序
に
は
「
世
話
尽
序
」
と
題
さ
れ
、
目
録
題
・

内
題
・
尾
題
と
も
に
「
世
話
尽
」
と
あ
り
、
自
賊
末
尾
に
も
「
世
話
尽
一
部
五
巻
」

云
々
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
正
式
な
標
題
が
『
世
話
尽
』
で
な
い
の
か
と
の
疑
問
は

（
注
十
八
）

（
注
十
九
）

残
る
が
、
米
谷
巌
氏
の
ご
調
査
に
よ
れ
ば
、
綿
屋
文
庫
蔵
の
板
本
は
、
「
せ
わ
焼
草
こ

「
せ
わ
焼
草
二
」
「
せ
わ
焼
三
」
（
巻
四
・
欠
本
）
「
せ
わ
焼
草
五
」
と
い
う
原
題
篭
を

と
ど
め
、
再
版
で
あ
る
京
大
蔵
本
も
「
せ
わ
焼
草
こ
～
「
せ
わ
焼
草
五
」
と
い
う
題
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一
方
、
『
…
草
』
型
標
題
の
由
来
が
よ
り
明
瞭
に
分
か
る
事
例
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
『
徒

然
草
』
を
意
識
し
て
標
題
に
「
草
」
を
付
し
た
り
、
『
徒
然
草
』
の
書
名
そ
の
も
の
を

も
じ
っ
た
り
す
る
場
合
で
あ
る
。

叢
を
有
す
る
と
と
も
に
、
近
世
前
期
の
各
書
籍
目
録
に
も
「
世
話
焼
草
」
「
世
話
焼
」

と
あ
る
と
い
い
、
当
時
は
『
世
話
焼
草
』
が
正
式
の
標
題
と
し
て
盛
ん
に
通
行
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
「
先
行
の
類
書
」
の
『
は
な
ひ
草
』
や
『
毛

吹
草
』
の
両
書
の
「
草
」
に
も
、
『
せ
わ
焼
草
』
と
同
じ
く
「
手
引
草
」
の
意
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
思
え
て
く
る
。
果
た
し
て
、
田
中
善
信
氏

も
、
「
『
鷹
筑
波
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
初
期
俳
譜
の
研
究
』
）
の
中
で
、

『
毛
吹
草
』
は
作
法
書
と
撰
集
と
を
兼
ね
備
え
た
体
裁
を
と
っ
て
い
る
が
、
作
法
書
の

方
に
よ
り
大
き
く
比
重
が
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
書
名
に
明
ら
か
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
『
犬
子
集
』
の
出
版
に
際
し
て
は
貞
徳
の
与
え
た
犬
子
草
の
題
号
を
捨
て
て
、

敢
え
て
「
犬
子
集
」
と
名
付
け
た
重
頼
が
、
彼
自
ら
編
集
し
た
書
に
「
毛
を
吹
て
疵

を
求
む
」
の
偲
諺
に
よ
っ
て
『
毛
吹
草
』
の
題
号
を
与
え
た
の
は
、
こ
れ
が
俳
譜
作
法

書
で
あ
っ
た
に
他
な
ら
ず
、
『
毛
吹
草
』
出
版
の
、
少
な
く
と
も
当
初
の
意
図
は
俳
譜

作
法
の
手
引
き
を
世
に
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

と
主
張
し
、
『
毛
吹
草
』
の
題
号
が
「
俳
譜
作
法
書
で
あ
っ
た
」
故
と
推
測
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
『
毛
吹
草
』
の
み
な
ら
ず
、
『
は
な
ひ
草
』
の
場
合
も
、
俳
譜
作
法
書
な
る
が

故
に
「
手
引
草
」
的
な
意
も
込
め
て
「
草
」
の
字
が
付
さ
れ
た
、
と
理
解
す
る
の
が
妥

当
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

《
四
》

様
式
の
面
で
最
も
大
き
い
影
響
を
近
世
の
書
物
に
と
ど
め
た
の
は
『
徒
然
草
』
で
あ
っ

た
。
（
注
二
十
ご

と
説
か
れ
る
が
、
確
か
に
『
徒
然
草
』
の
形
に
模
し
て
自
己
の
所
懐
を
著
し
た
り
、
『
…

草
』
型
標
題
を
名
づ
け
た
り
す
る
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
く
、
連
俳
書
に
お
い
て
も
様
式

夙
に
中
村
幸
彦
氏
は
、
「
古
典
と
近
世
文
学
」
（
『
中
村
幸
彦
著
述
集
第
三
巻
』
）
第

三
節
「
方
丈
記
、
徒
然
草
の
近
世
的
享
受
」
の
中
で
、

随
想
集
、
ま
た
は
杼
情
あ
り
告
白
あ
り
、
記
事
あ
り
叙
景
あ
り
の
随
筆
を
、
『
徒
然
草
』

の
形
に
模
し
て
書
く
こ
と
は
、
近
世
を
通
じ
て
断
え
な
か
っ
た
。
ま
ず
お
よ
そ
『
ｌ
草
』

と
名
づ
け
る
書
は
こ
と
ご
と
く
然
り
で
あ
る
。
仮
名
草
子
の
代
表
、
井
上
小
左
衛
門

の
『
悔
草
』
（
正
保
四
年
）
、
俳
文
の
中
に
加
え
て
も
よ
い
太
田
友
悦
の
『
そ
れ
ぞ
れ
草
』

（
延
宝
九
年
）
、
蕉
門
俳
人
乙
州
の
同
名
の
書
（
正
徳
元
年
）
、
儒
者
雨
森
芳
州
の
『
た

は
れ
草
』
（
寛
政
元
年
）
な
ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

《
注
二
十
）

と
指
摘
さ
れ
、
同
四
節
「
徒
然
草
受
容
史
」
の
中
で
も
、

摘
さ
れ
、
同
四
節
「
徒
然
草
受
容
史
」
の
中
で
も
、

自
己
の
所
懐
を
、
文
章
と
し
て
世
に
示
し
、
後
に
残
そ
う
と
す
る
時
、
人
々
は
『
徒

然
草
』
の
様
式
と
文
章
を
模
倣
し
た
。
仮
名
草
子
の
中
に
分
類
さ
れ
る
、
や
や
文
学

的
な
教
訓
的
随
想
集
は
、
悉
く
こ
の
種
類
で
あ
る
。
『
目
覚
草
』
（
寛
永
二
年
賊
慶
安

二
年
刊
、
伝
烏
丸
光
弘
）
、
『
ひ
そ
め
草
』
（
寛
永
二
十
一
年
成
、
正
保
二
年
刊
）
、
『
悔

草
』
（
正
保
四
年
、
井
上
小
左
衛
門
）
、
『
に
ぎ
は
ひ
草
』
（
灰
屋
紹
益
）
、
『
そ
れ
ぞ
れ

草
』
（
正
徳
元
年
、
乙
州
）
の
如
き
手
本
に
な
ら
っ
て
皆
「
草
」
の
文
字
を
持
つ
。
『
新

註
』
の
作
者
清
水
春
流
の
『
睡
余
操
筆
』
（
寛
文
十
一
年
）
は
『
続
つ
れ
づ
れ
草
』
と

別
称
さ
れ
、
『
つ
れ
づ
れ
草
拾
遺
』
（
寛
保
四
年
、
『
三
十
幅
』
所
収
）
と
題
す
る
も
の

さ
え
あ
る
。
舷
来
、
書
名
を
「
ｌ
草
」
と
称
す
る
も
の
は
、
悉
く
と
い
っ
て
よ
く
、
『
徒

然
草
』
的
様
式
で
あ
り
、
芭
蕉
の
偽
書
『
俳
譜
つ
れ
づ
れ
草
』
（
文
久
元
年
）
に
至
る

ま
で
お
び
た
だ
し
く
「
ｌ
草
」
と
題
せ
ず
し
て
、
『
徒
然
草
』
風
の
随
筆
を
加
え
れ
ば
、
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丈
草
著
『
寝
こ
ろ
び
草
』
（
元
禄
七
年
成
）
・
乙
州
編
『
そ
れ
ぞ
れ
草
』
（
正
徳
五
年
刊
）
、

黙
池
・
菊
雄
編
『
俳
譜
つ
れ
づ
れ
草
』
等
の
俳
譜
随
筆
集
は
『
徒
然
草
』
を
模
倣
し
た

随
想
を
綴
り
、
也
有
著
の
俳
論
書
『
く
だ
見
草
』
（
宝
暦
七
年
賊
）
は
標
題
と
し
て
「
『
徒

（
注
二
十
二
》

然
草
』
を
意
識
し
た
自
説
の
謙
称
」
を
掲
げ
、
梅
間
編
『
楽
し
み
草
』
（
文
政
十
二
年

刊
）
は
『
徒
然
草
』
に
倣
い
、
「
に
ぎ
は
し
き
」
題
か
ら
「
さ
し
も
な
き
」
題
に
い
た
る

随
想
を
「
楽
し
め
る
に
任
せ
て
」
記
し
て
い
る
。
特
に
、
『
楽
し
み
草
』
は
、
標
題
の
字

面
の
み
か
ら
は
『
徒
然
草
』
と
の
関
わ
り
は
読
み
取
り
得
な
い
が
、
其
洞
序
に

名
を
聞
よ
り
頓
て
面
影
は
お
し
は
か
ら
る
れ
、
昔
物
語
を
聞
て
其
頃
の
人
の
家
の
さ

ま
今
に
よ
そ
え
ら
る
。
誰
も
か
く
や
我
斗
か
と
、
双
が
岡
の
法
師
（
Ⅱ
兼
好
）
は
や
さ

れ
け
る
。
実
さ
る
事
に
て
向
ふ
所
も
の
な
け
れ
ど
、
深
山
幽
谷
流
水
波
涛
を
は
じ
め
花

鳥
雪
月
想
ふ
処
目
に
う
か
ぶ
。
こ
の
頃
名
家
達
の
句
を
お
も
ひ
出
て
向
へ
ば
、
賑
は
し

く
淋
し
く
花
や
か
な
る
華
美
其
品
々
心
意
に
感
動
す
る
に
至
る
。
感
動
す
る
所
ひ
と
つ

ふ
た
つ
と
も
の
の
は
し
に
記
に
、
折
よ
く
茂
堂
鶴
巣
の
ふ
た
り
ま
い
り
合
せ
て
之
は
興

あ
る
事
に
な
ん
、
捨
ん
も
い
か
に
や
と
い
ふ
に
、
さ
ら
ば
と
答
え
ら
る
る
は
梅
間
先
生

の
心
な
り
。
さ
れ
ば
是
に
名
の
な
か
ら
ん
を
、
己
に
か
う
む
ら
せ
よ
と
我
ら
い
か
に
や

な
す
策
は
知
ら
ね
ど
、
只
先
生
の
楽
し
め
る
に
任
せ
て
た
の
し
み
草
と
名
づ
け
て
其
よ

し
を
筆
に
ま
か
せ
に
か
き
し
る
す
事
に
こ
そ

と
あ
る
本
書
成
立
の
経
緯
に
徴
す
る
こ
と
で
、
『
楽
し
み
草
』
が
『
徒
然
草
』
の
形
に
模

し
た
編
著
で
あ
る
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
の
だ
が
、
今
後
、
こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
『
…

草
』
型
標
題
俳
書
の
序
賊
や
内
容
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
『
徒
然
草
』
型
の
標
題
例
を

よ
り
多
く
見
出
だ
せ
よ
う
。

例
え
ば
、
友
悦
編
『
そ
れ
ぞ
れ
草
』
（
延
宝
八
年
賊
）
は
『
徒
然
草
』
を
模
し
た
埜

文
を
掲
出
、
そ
の
文
章
に
関
連
す
る
鳥
・
楽
器
・
酒
等
に
因
む
諸
家
の
句
を
収
録
し
、

を
模
し
た
戯

・
意
匠
面
で
『
徒
然
草
』
を
利
用
し
た
事
例
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
つ
モ
デ
ル
ヶ
ー
ス
を
示
そ
う
。
梅
盛
編
『
口
真
似
草
』
（
明
暦
二
年
刊
）
・
休
安
編

『
ゆ
め
み
草
』
（
明
暦
二
年
奥
）
・
蝶
々
子
編
『
物
忘
草
』
（
明
暦
三
年
刊
）
・
顕
成
編

『
境
海
草
員
万
治
三
年
刊
）
・
蝶
々
子
編
『
思
出
草
』
（
寛
文
元
年
刊
）
・
成
安
編
『
埋

草
』
（
寛
文
三
年
刊
）
・
良
保
編
『
た
は
ぶ
れ
草
』
（
寛
文
七
年
成
）
・
未
琢
編
『
ひ
と
も

と
草
』
（
寛
文
九
年
序
）
・
顕
成
編
『
続
境
海
草
』
（
寛
文
十
年
奥
）
・
宜
久
・
如
貞
編

『
難
波
草
』
（
寛
文
十
一
年
奥
）
・
ト
琴
編
『
玉
江
草
』
（
延
宝
五
年
刊
）
・
梅
盛
編
『
道

づ
れ
草
』
（
延
宝
六
年
刊
か
）
・
友
琴
編
『
白
根
草
』
（
延
宝
八
年
刊
）
等
は
、
堂
々
た

る
俳
譜
撰
集
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
標
題
に
「
草
」
が
付
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、

以
上
、
『
竹
馬
狂
吟
集
』
以
来
の
俳
書
の
標
題
に
お
け
る
様
々
な
意
匠
に
つ
い
て
基

礎
的
考
察
を
試
み
、
特
に
『
…
草
』
型
標
題
俳
書
が
、
様
々
な
意
図
や
経
緯
か
ら
命
名

さ
れ
て
お
り
、
同
じ
「
草
」
で
も
、
謙
称
と
し
て
の
「
草
」
、
手
向
草
・
形
見
草
の
意

と
し
て
の
「
草
」
、
手
引
書
の
意
と
し
て
の
「
草
」
、
『
徒
然
草
』
の
形
に
模
し
た
「
草
」

等
色
々
あ
る
こ
と
が
確
認
し
得
た
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
さ
や
か
な
成
果
で
は
あ
る
が
、

標
題
文
芸
の
基
礎
的
研
究
の
己
な
り
の
端
緒
が

開
か
れ
た
よ
う
で
喜
ば
し
く
思
え
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
わ
れ
わ
れ
は
今
ま
で
貞
室

編
『
玉
海
集
追
加
』
の
賊
文
に
見
え
る
「
草
を
集
と
題
し
て
板
行
せ
し
」
『
犬
子
集
』

の
輝
か
し
い
俳
譜
史
的
意
義
を
評
価
す
る
あ
ま
り
、
『
犬
子
集
』
以
後
の
俳
譜
好
士
達

が
、
わ
ざ
わ
ざ
『
…
草
』
と
題
し
て
「
板
行
」
し
た
俳
害
の
こ
と
な
ど
些
事
に
過
ぎ
な

い
と
等
閑
視
し
て
き
た
嫌
い
が
あ
り
は
し
な
か
っ
た
か
、
と
反
省
の
念
も
頻
り
な
の
で
あ

る
0

《
五
》
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例
え
ば
、
右
の
『
…
草
』
型
標
題
俳
害
の
中
で
、
俳
壇
・
師
承
系
列
の
特
性
、
俳

譜
圏
等
の
点
か
ら
と
り
わ
け
注
目
し
て
み
た
い
の
は
、
大
坂
・
堺
俳
壇
初
期
の
俳
譜
撰

集
群
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
坂
天
満
の
人
体
安
が
、
大
坂
・
堺
・
摂
津
・
天
満
住
の

俳
人
群
を
中
心
と
し
た
五
百
十
名
を
糾
合
し
、
貞
門
の
京
都
俳
壇
を
圧
倒
し
た
『
ゆ
め

み
草
』
、
堺
の
人
顕
成
が
地
元
俳
壇
の
組
織
化
を
推
し
進
め
、
堺
中
心
の
入
集
者
群
を

誇
示
し
た
『
境
海
草
』
・
続
編
『
続
境
海
草
』
、
堺
の
商
人
成
安
が
編
み
、
俳
譜
史
上

（
注
二
十
三
〉

「
堺
俳
壇
の
京
都
俳
壇
に
対
す
る
独
立
意
識
を
示
し
て
い
る
」
と
評
さ
れ
る
堺
俳
壇
第

二
番
目
の
俳
譜
撰
集
た
る
『
埋
草
』
、
大
坂
住
の
宜
久
・
如
貞
に
よ
り
季
吟
系
の
大
坂

俳
人
を
中
心
と
し
て
編
ま
れ
た
『
難
波
草
』
等
で
あ
る
。
京
都
の
貞
門
俳
壇
に
対
抗
意

識
を
示
し
つ
つ
組
織
化
さ
れ
て
い
っ
た
大
坂
・
堺
俳
壇
の
初
期
の
俳
譜
撰
集
の
標
題
が
、

な
ぜ
か
く
も
悉
く
末
尾
に
「
集
」
な
ら
ず
「
草
」
の
字
を
付
し
て
い
る
の
か
。

私
は
、
こ
の
「
草
」
に
、
『
守
武
千
句
』
・
『
犬
筑
波
集
』
的
無
心
所
着
体
の
笑
い
を

捨
て
「
晴
」
の
文
芸
と
な
っ
た
貞
門
俳
諸
の
本
拠
地
た
る
京
都
俳
壇
で
、
麗
々
し
く
「
集
」

を
付
し
た
俳
譜
撰
集
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
看
取
す

る
の
だ
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
一
見
些
細
な
現
象
の
裏
に
あ
る
も
の
を
総
合
的

に
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
心
所
着
体
を
復
権
さ
せ
た
宗
因
流
俳
譜
（
談
林
俳
譜
）

が
大
坂
を
中
心
に
全
国
都
市
俳
壇
を
席
巻
し
て
い
く
淵
源
を
よ
り
聞
明
化
で
き
は
し
な

い
か
、
そ
ん
な
期
待
さ
え
膨
ら
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
他
日
を
期

し
た
い
。
「
名
は
体
を
表
わ
す
」
。
今
後
、
右
の
事
例
の
よ
う
な
和
漢
古
典
籍
の
「
標
題
」
に

関
す
る
基
礎
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
各
分
野
で
数
多
く
積
み
重
ね
、
相
互
に
興
味
深
い
事
象

単
に
自
ら
の
編
著
に
関
す
る
謙
遜
・
錯
晦
で
あ
る
と
十
把
一
絡
げ
に
片
付
け
ら
れ
な
い

面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
疑
問
が
従
来
の
標
題
理
解
へ
の
省
察
と
と
も
に
沸
い

て
く
る
の
で
あ
る
。

を
提
示
し
あ
う
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
思
わ
ぬ
新
知
見
も
得
ら
れ
そ
う
で
楽
し
み
で
あ

ブ
（
》
０［

１
〕
立
圃
編
『
は
な
ひ
草
』
（
寛
永
一
三
年
〔
一
六
三
六
〕
奥
）
俳
譜
作
法
書
。

［
２
〕
重
頼
編
『
毛
吹
草
』
（
正
保
二
年
〔
一
六
四
五
〕
刊
）
俳
諸
作
法
書
・
俳
譜
撰

集
。

［
３
〕
重
頼
編
『
毛
吹
草
追
加
』
（
正
保
四
年
〔
一
六
四
七
〕
刊
）
俳
譜
作
法
書
。
『
毛

吹
草
』
の
続
編
。
．

［
４
］
皆
虚
編
『
せ
わ
焼
草
』
（
明
暦
二
年
〔
一
六
五
六
〕
刊
）
俳
譜
作
法
書
。
目
録

題
・
内
題
・
尾
題
と
も
に
「
世
話
尽
」
。

［
５
］
梅
盛
編
『
口
真
似
草
』
（
明
暦
二
年
〔
一
六
五
六
〕
刊
）
俳
諸
撰
集
。
書
名
の

由
来
は
「
時
に
或
人
い
ふ
、
俳
譜
の
撰
集
家
々
口
ま
ね
の
ご
と
く
に
し
て
め
づ
ら

し
げ
な
し
。
予
聞
て
こ
れ
も
又
よ
し
と
い
ひ
て
、
や
が
て
其
人
を
名
付
親
に
と
り

ぬ
」
（
序
）
に
よ
る
。

［
６
〕
休
安
編
『
ゆ
め
み
草
』
（
明
暦
二
年
〔
一
六
五
六
〕
奥
）
俳
譜
撰
集
。

［
７
〕
蝶
々
子
編
『
物
忘
草
』
（
明
暦
三
年
〔
一
六
五
七
〕
刊
）
俳
譜
撰
集
。

［
８
〕
顕
成
編
『
境
海
草
』
（
万
治
三
年
〔
一
六
六
○
〕
〕
刊
）
俳
譜
撰
集
。

［
９
］
蝶
々
子
編
『
思
出
草
』
（
寛
文
元
年
〔
一
六
六
一
〕
刊
）
俳
譜
撰
集
。

［
ｍ
］
成
安
編
『
埋
草
』
（
寛
文
三
年
〔
一
六
六
三
〕
刊
）
俳
譜
撰
集
。

［
、
］
＊
＊
編
『
は
な
ひ
草
大
全
』
（
寛
文
四
年
〔
一
六
六
四
〕
奥
）
俳
諸
作
法
害
。

『
は
な
ひ
草
』
を
増
補
。

《
六
》
資
料
芸
…
草
」
型
標
題
俳
書
一
覧
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［
⑫
〕
由
健
編
『
都
草
員
寛
文
五
年
〔
一
六
六
五
〕
刊
）
俳
譜
撰
集
・
俳
譜
作
法
書
。

［
喝
〕
良
保
編
『
た
は
ぶ
れ
草
』
（
寛
文
七
年
〔
一
六
六
七
〕
成
）
俳
譜
撰
集
。

［
皿
〕
未
琢
編
『
ひ
と
も
と
草
』
（
寛
文
九
年
〔
一
六
六
九
〕
序
）
俳
譜
撰
集
。
内
題

「
ひ
と
も
と
草
」
。

［
巧
〕
顕
成
編
『
続
境
海
草
』
（
寛
文
一
○
年
〔
一
六
七
○
〕
奥
）
俳
譜
撰
集
。

［
妬
〕
宜
久
・
如
貞
編
『
難
波
草
』
（
寛
文
二
年
〔
一
六
七
一
〕
奥
）
俳
譜
撰
集
。

［
Ⅳ
〕
ト
琴
編
『
玉
江
草
』
（
延
宝
五
年
〔
一
六
七
七
〕
刊
）
俳
譜
撰
集
。

［
肥
〕
梅
盛
編
『
道
づ
れ
草
』
（
延
宝
六
年
〔
一
六
七
八
〕
刊
か
）
俳
譜
撰
集
。

［
四
〕
友
琴
編
『
白
根
草
』
（
延
宝
八
年
〔
一
六
八
○
〕
刊
）
俳
譜
撰
集
。

［
加
］
幽
閑
（
友
悦
）
編
『
そ
れ
ぞ
れ
草
』
（
延
宝
八
年
〔
一
六
八
○
〕
賊
）
俳
譜
撰

集
。
『
徒
然
草
』
を
模
し
た
戯
文
を
掲
出
。

［
皿
］
ト
琴
編
『
越
路
草
』
（
刊
年
書
騨
名
等
不
明
・
延
宝
年
間
？
）
俳
譜
撰
集
。

［
型
］
団
水
編
『
く
や
み
草
』
（
元
禄
五
年
〔
一
六
九
二
〕
成
？
）
俳
譜
撰
集
。
角
書

「
俳
／
譜
」
。

［
調
〕
丈
草
著
『
寝
こ
ろ
び
草
』
（
元
禄
七
年
〔
一
六
九
四
〕
成
）
俳
譜
随
筆
。
書
名

・
内
容
と
も
に
『
徒
然
草
』
を
模
す
。

［
型
〕
里
圃
編
『
誹
譜
翁
草
』
（
元
禄
八
年
〔
一
六
九
五
〕
序
）
俳
譜
追
善
集
。

［
お
］
季
楽
庵
幾
世
風
著
『
俳
譜
和
歌
草
』
（
元
禄
一
五
年
〔
一
七
○
二
〕
序
）
俳
譜

作
法
書
。

［
調
］
亀
助
編
『
俳
譜
三
年
草
』
（
元
禄
一
七
年
〔
一
七
○
四
〕
年
刊
）
俳
譜
撰
集
。

［
刀
〕
潮
白
編
『
た
み
の
草
』
（
宝
永
元
年
〔
一
七
○
四
〕
序
）
俳
譜
撰
集
。

［
羽
〕
蘭
風
編
『
萱
野
草
』
（
宝
永
五
年
〔
一
七
○
八
〕
序
）
俳
譜
撰
集
。
書
名
は
出

身
地
の
摂
津
国
萱
野
村
か
ら
と
る
。

［
”
］
草
士
編
『
ね
な
し
ぐ
さ
』
（
宝
永
六
年
〔
一
七
○
九
〕
序
）
俳
譜
撰
集
。
内
題

「
無
根
誹
譜
集
」
。

［
釦
〕
光
栄
編
『
福
寿
草
』
（
正
徳
三
年
〔
一
七
一
三
〕
序
）
絵
俳
書
。
角
書
「
草
華

／
絵
本
」
。
『
宮
城
野
』
（
釣
竿
子
編
・
延
宝
三
年
刊
）
を
一
部
改
刻
、
改
題
し
た

も
の
。

［
瓢
〕
胡
水
編
『
前
句
附
議
草
』
（
正
徳
四
年
〔
一
七
一
四
〕
刊
）
雑
俳
前
句
付
冠
付

集
。

［
犯
〕
乙
州
箸
『
そ
れ
ぞ
れ
草
』
（
正
徳
五
年
〔
一
七
一
五
〕
刊
）
俳
譜
随
筆
集
。
『
徒

然
草
』
を
模
し
た
処
世
訓
的
随
想
集
。

［
調
］
悦
水
編
『
摘
草
』
（
享
保
二
年
〔
一
七
一
七
〕
刊
）
俳
譜
撰
集
。

［
調
〕
和
葉
編
『
こ
れ
ま
で
草
』
（
享
保
五
年
〔
一
七
二
○
〕
序
）
俳
譜
撰
集
。

［
お
〕
乍
瀞
編
『
道
づ
れ
草
』
（
享
保
七
年
〔
一
七
二
二
〕
刊
？
）
俳
譜
紀
行
。

［
妬
〕
知
石
編
『
初
見
草
』
（
享
保
二
年
〔
一
七
二
六
〕
刊
）
歳
旦
帖
。

［
訂
］
来
山
著
『
い
ま
み
や
草
』
（
享
保
一
九
年
〔
一
七
三
四
〕
刊
）
俳
譜
句
文
集
。

角
書
「
十
万
堂
／
来
山
翁
」
。

［
犯
〕
大
圭
著
『
捜
し
草
』
（
享
保
二
○
年
〔
一
七
三
五
〕
刊
）
俳
譜
句
集
・
追
善
集
。

「
さ
が
し
あ
や
」
と
も
。

［
和
〕
竹
童
編
『
聞
書
七
日
草
』
（
享
保
頃
〔
一
七
一
六
～
三
六
〕
成
）
俳
論
書
。

［
“
〕
初
代
収
月
編
『
口
よ
せ
草
』
（
元
文
元
年
〔
一
七
三
六
〕
刊
）
雑
俳
撰
集
。
内

題
角
書
「
は
い
／
か
い
」
。

［
哩
］
巽
窓
湖
十
編
『
解
夏
草
』
（
延
享
二
年
〔
一
七
三
四
五
〕
刊
）
俳
譜
撰
集
。

［
“
〕
可
竹
撰
『
福
寿
草
』
（
延
享
四
年
〔
一
七
三
四
七
〕
賊
）
雑
俳
会
所
本
。
角
書

「
誹
／
譜
」
。

［
“
］
文
東
著
『
俳
譜
鑑
草
』
（
寛
延
二
年
〔
一
七
四
九
〕
序
）
季
寄
。

［
婚
〕
如
銑
著
『
薬
種
知
便
草
』
（
宝
暦
三
年
〔
一
七
五
三
〕
序
）
俳
譜
辞
書
。
「
俳
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譜
本
草
」
（
栖
竹
文
庫
本
）
と
も
。

［
妬
〕
也
有
著
『
く
だ
見
草
』
（
宝
暦
七
年
〔
一
七
五
七
〕
賊
）
俳
論
書
。
書
名
は
『
徒

然
草
』
を
意
識
し
た
自
説
の
謙
称
。

［
幻
〕
其
然
編
『
絵
本
草
』
（
宝
暦
七
年
〔
一
七
五
七
〕
序
）
絵
俳
書
。

［
粥
〕
左
橘
編
『
寅
卯
草
』
（
宝
暦
八
年
〔
一
七
五
八
〕
賊
）
左
橘
六
十
賀
集
。
挿
絵

入
。

［
⑲
］
風
之
編
『
野
波
吟
草
』
（
宝
暦
九
年
〔
一
七
五
九
〕
奥
）
俳
譜
句
集
。

［
鋤
〕
無
有
庵
編
『
誹
譜
紫
苑
草
』
（
宝
暦
九
年
〔
一
七
五
九
〕
刊
）
俳
譜
高
点
付
句

集
。

［
弧
］
方
寛
白
翁
著
『
自
娯
文
草
』
（
宝
暦
九
年
〔
一
七
五
九
〕
刊
）
俳
文
集
。
角
書

「
俳
／
譜
」
。

［
兎
〕
笑
宿
蝶
洞
編
『
こ
掻
ら
く
さ
』
（
明
和
四
年
〔
一
七
六
七
〕
刊
）
俳
譜
撰
集
。

［
完
〕
浪
化
三
世
井
波
編
『
根
白
草
』
（
明
和
五
年
〔
一
七
六
八
〕
序
）
俳
譜
作
法
書
。

［
別
〕
小
野
高
尚
編
『
歳
時
記
三
潮
草
』
（
明
和
六
年
〔
一
七
六
九
〕
序
）
季
寄
。

［
お
］
建
部
綾
足
著
『
と
は
じ
ぐ
さ
』
（
明
和
七
年
〔
一
七
七
○
〕
刊
）
俳
論
書
。

［
元
〕
翌
々
散
人
著
『
こ
だ
ま
草
』
（
明
和
八
年
〔
一
七
七
己
刊
）
俳
論
書
。
建
部

綾
足
『
と
は
じ
ぐ
さ
』
に
対
す
る
論
難
書
。

［
釘
］
都
雀
編
『
わ
す
れ
草
』
（
天
明
二
年
〔
一
七
八
二
〕
序
）
正
因
一
周
忌
追
善
俳

譜
集
。
角
書
「
追
／
善
」
。

［
詔
］
麓
文
『
華
実
年
浪
草
』
（
天
明
三
年
〔
一
七
八
三
〕
刊
）
季
寄
。
内
題
「
華
実

年
浪
草
三
余
抄
」
。

［
刃
〕
什
山
編
『
続
い
ま
み
や
草
』
（
天
明
三
年
〔
一
七
八
三
〕
刊
）
俳
譜
句
文
集
。

［
印
］
叶
翁
著
『
根
無
草
』
（
天
明
八
年
〔
一
七
八
八
〕
成
）
俳
譜
随
筆
集
。
原
題
名

「
根
な
し
草
と
な
り
歩
行
」
。

［
α
〕
下
郷
伝
芳
編
『
手
向
草
』
（
寛
政
三
年
〔
一
七
九
一
〕
成
）
俳
譜
追
善
集
。

［
硬
］
嚥
山
編
『
発
句
手
引
草
』
（
寛
政
四
年
〔
一
七
九
二
〕
序
）
俳
譜
作
法
書
。
角

書
「
俳
／
譜
」
。

［
田
〕
問
津
庵
其
流
・
川
々
庵
楚
舟
・
錦
光
庵
秋
花
編
『
茂
々
代
草
』
（
寛
政
五
年
〔
一

七
九
三
〕
序
）
芭
蕉
百
回
忌
追
善
集
。

［
“
］
壺
仙
編
『
つ
と
の
く
さ
ぐ
さ
』
（
寛
政
九
年
〔
一
七
九
七
〕
刊
）
俳
譜
撰
集
。

［
砧
〕
槍
浪
居
社
友
編
『
発
句
手
引
草
』
（
寛
政
一
二
年
〔
一
八
○
○
〕
序
）
俳
譜
作

法
書
。
角
書
「
俳
／
譜
」
。

［
師
］
宗
瑞
編
『
三
考
は
な
ひ
草
』
（
享
和
三
年
〔
一
八
○
三
〕
序
）
季
寄
。
「
三
考
」

は
角
書
。
『
は
な
ひ
草
』
の
改
編
。

［
印
］
伯
先
編
『
香
組
草
』
（
文
化
元
年
〔
一
八
○
四
〕
序
）
俳
譜
撰
集
。

［
鉛
〕
奇
淵
編
『
た
弾
び
草
』
（
文
化
元
年
〔
一
八
○
四
〕
序
）
俳
譜
撰
集
。

［
砂
〕
崔
歩
編
『
発
句
手
引
草
』
（
文
化
四
年
〔
一
八
○
七
〕
刊
）
俳
譜
撰
集
。

［
刀
］
崔
歩
編
『
付
合
手
引
草
』
（
文
化
四
年
〔
一
八
○
七
〕
序
）
俳
譜
撰
集
。

［
刀
］
荘
丹
著
『
能
静
草
』
（
文
化
五
年
〔
一
八
○
八
〕
序
）
俳
譜
句
文
集
。

［
ね
］
松
兄
編
『
な
私
し
ぐ
さ
』
（
文
化
六
年
〔
一
八
○
九
〕
序
）
俳
譜
撰
集
。
松
兄

の
遺
編
『
名
な
し
草
』
を
、
松
兄
の
息
竹
丸
の
依
頼
に
よ
り
卓
池
が
刊
行
し
た
書
。

『
士
朗
続
七
部
集
』
で
は
「
三
富
士
合
」
と
改
題
し
て
収
録
。

［
沼
］
藤
英
編
『
俳
譜
都
凡
々
々
草
』
（
文
化
九
年
〔
一
八
一
二
〕
序
）
俳
譜
撰
集
。

［
科
］
梅
間
編
『
力
草
』
（
文
化
一
○
年
〔
一
八
一
三
〕
成
）
俳
話
。

［
万
］
雨
銘
・
魯
白
編
『
し
の
ぶ
ぐ
さ
』
（
文
政
元
年
〔
一
八
一
八
〕
刊
？
）
俳
譜
追

善
集
。

［
布
〕
由
多
加
・
都
良
共
編
『
み
ち
草
』
（
文
政
元
年
〔
一
八
一
八
〕
刊
）
絵
入
連
句

発
句
集
。
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「
俳
譜
／
季
寄
」
。

［
師
〕
白
斎
編
『
な
が
い
き
く
さ
』
（
嘉
永
四
年
〔
一
八
五
一
〕
序
）
白
斎
八
十
賀
集
。

［
師
〕
半
山
編
『
く
す
り
草
』
（
万
延
元
年
〔
一
八
六
○
〕
序
）
俳
諸
撰
集
。

［
鯛
］
蒼
山
・
春
湖
編
『
ひ
よ
ひ
よ
草
』
（
安
政
五
年
〔
一
八
五
八
〕
奥
）
俳
譜
撰
集
。

［
籾
］
柳
江
庵
評
『
狂
俳
風
見
草
』
（
安
政
六
年
〔
一
八
五
九
〕
序
）
冠
句
高
点
集
。

［
卯
〕
健
翠
閣
（
柳
雨
）
編
『
薫
り
草
』
（
安
政
六
年
〔
一
八
五
九
〕
序
）
俳
譜
追
聿

『
く
す
り
草
』
（
万
延
元
年
〔
一
八
六
○
〕
序
）
俳
諸
撰
集
。

］
湖
編
『
ひ
よ
ひ
よ
草
』
（
安
政
五
年
〔
一
八
五
八
〕
奥
）
俳
譜
撰
集
。

町
『
狂
俳
風
見
草
』
（
安
政
六
年
〔
一
八
五
九
〕
序
）
冠
句
高
点
集
。

（
柳
雨
）
編
『
薫
り
草
』
（
安
政
六
年
〔
一
八
五
九
〕
序
）
俳
譜
追
羊

俳
譜
追
善

［
列
〕
黙
池
・
菊
雄
編
『
俳
譜
つ
れ
づ
れ
草
』
（
文
久
元
〔
一
八
六
一
〕
刊
）
俳
譜
随

筆
。

［
”
］
瓦
全
編
『
根
無
草
』
（
文
政
一
○
年
〔
一
八
二
七
〕
序
）
俳
文
集
。
序
題
「
瓦

全
文
草
」
。

［
帥
〕
李
充
編
『
よ
し
な
し
草
』
（
文
政
一
二
年
〔
一
八
二
九
〕
序
）
俳
譜
撰
集
。

［
別
〕
梅
間
編
『
楽
し
み
草
』
（
文
政
一
二
年
〔
一
八
二
九
〕
刊
）
俳
譜
随
筆
。

［
砲
］
不
転
編
『
ま
が
き
く
さ
』
（
文
政
一
二
年
〔
一
八
二
九
〕
刊
）
五
十
賀
集
。

［
鯛
］
岡
崎
六
供
庵
住
吾
嬬
庵
評
『
浮
草
集
初
編
』
（
嘉
永
二
年
〔
一
八
四
九
〕
序
）

狂
俳
冠
句
高
点
集
。
内
題
「
蘋
集
初
編
」
。
序
に
「
此
集
の
標
題
を
浮
草
集
と
い

ふ
は
、
唐
詩
に
東
風
緑
蘋
と
作
り
、
乙
由
は
洋
や
け
ふ
は
あ
ち
ら
の
岸
に
咲
く
と

作
た
る
句
の
意
に
元
づ
き
し
な
り
。
そ
わ
そ
も
狂
句
の
風
体
年
々
に
変
り
日
々
に

新
に
し
て
、
縄
な
る
言
葉
も
妙
に
活
図
す
る
事
、
恰
も
浮
草
の
風
に
随
て
漂
ふ
姿

に
似
た
れ
ば
名
づ
け
た
る
も
の
な
り
」
と
あ
る
。

［
釧
］
白
斎
編
『
お
も
か
げ
草
』
（
嘉
永
三
年
〔
一
八
五
○
〕
序
）
俳
譜
追
善
集
。

〔
髄
］
加
藤
正
得
著
『
こ
れ
こ
れ
草
』
（
嘉
永
三
年
〔
一
八
五
○
〕
序
）
季
寄
。
角
書

［
力
］
微
席
編
『
あ
り
な
し
草
』
（
文
政
四
年
〔
一
八
二
一
〕
序
）
俳
譜
撰
隼

［
沼
〕
都
丸
編
『
ま
つ
り
草
』
（
文
政
六
年
〔
一
八
二
三
〕
序
）
俳
譜
撰
集
。

俳
譜
撰
集

集
。

。

◇
◆
「
標
題
」
雑
話
◆
◇
（
相
田
満
）

「
標
題
」
の
付
く
書
名
②

相
田
満

題
徐
状
元
補
註
蒙
求
菱
註
（
岡
白
駒
）
・
蒙
求
標
題
・
蒙
求
標
題
大
綱
紗
（
毛
利

貞
斎
）
・
標
題
菱
註
続
蒙
求
校
本
・
蒙
求
標
題
詠
（
樋
口
好
古
［
知
足
斎
〕
）
・
蒙

求
続
詔
標
題
詠
（
樋
口
好
古
［
知
足
斎
］
）
・
蒙
求
標
題
骨
牌
主
客
掲
場
法
（
肥

田
政
教
）
・
標
題
補
註
蒙
求
（
清
原
宣
賢
）
・
国
史
蒙
求
標
題
（
衣
笠
孝
郷
）
・

「
国
書
基
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
検
索
を
お
こ
な
い
、
「
標
題
」
を
書
名
に

持
つ
典
籍
で
ま
ず
目
立
つ
の
は
、
『
蒙
求
』
に
ち
な
む
も
の
で
あ
る
。

『
蒙
求
』
と
「
標
題
」
と
い
う
語
句
と
の
関
係
は
非
常
に
密
接
で
あ
る
。
『
蒙
求
』

は
、
唐
の
李
潮
撰
に
な
る
四
言
句
の
対
標
題
を
本
文
と
す
る
も
の
に
自
注
が
付
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
標
題
自
体
も
独
立
し
て
流
布
い
る
。
ま
た
、
非
常
な
盛
行
を

見
る
に
至
っ
た
南
宋
の
徐
子
光
に
よ
る
「
補
注
本
」
は
、
巻
頭
に
「
標
題
徐
状
元
補

注
蒙
求
」
あ
る
い
は
「
標
題
補
注
蒙
求
」
と
い
う
表
記
を
有
し
て
お
り
、
書
名
に
「
標

題
」
と
い
う
語
句
と
『
蒙
求
』
と
い
う
言
葉
の
結
び
つ
き
を
よ
り
緊
密
に
す
る
と
と

も
に
、
「
標
題
」
と
い
う
語
句
を
広
め
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
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（
注
十
）
田
中
善
信
氏
は
（
注
九
）
上
掲
書
所
収
「
『
鷹
筑
波
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
の
中
で
、
貞
門
第
一
の
俳
譜
撰
集
た
る
『
鷹
筑
波
集
』
の
編
集
上
の
杜
撰
さ
を
解

書
名
は

な
む
か
。

と
説
か
れ
る
（
『

（
注
九
）
田
中
善
信
氏

田
中
善
信
氏 （『

（
注
四
）
今
栄
蔵
氏
「
パ
ロ
デ
ィ
ー
の
世
紀
’
十
七
世
紀
日
本
文
学
の
一
側
面
ｌ
」
（
『
大
谷
女
子
大
国
文
』
第
二
号
・
昭
和
四
十
七
年
一
月
）
に
よ
る
。

（
注
五
）
『
俳
文
学
大
辞
典
』
（
平
成
七
年
、
角
川
書
店
刊
）
「
犬
筑
波
集
」
（
井
口
壽
氏
担
当
）
の
項
に
指
摘
が
あ
る
。

（
注
六
）
西
村
真
砂
子
氏
は
、
「
西
武
撰
『
鷹
筑
波
』
試
論
」
（
『
連
歌
俳
譜
研
究
』
第
六
十
五
号
・
昭
和
五
十
八
年
七
月
）
の
中
で
、
俳
譜
圏
に
お
け
る
不
受
不
施
派
の

文
化
活
動
に
注
目
し
、
標
題
を
新
視
点
か
ら
照
射
し
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヨ
鷹
筑
波
』
の
書
名
由
来
も
、
単
に
『
犬
筑
波
集
』
や
『
犬
子
集
』
に
対
す
る
も
の
で

は
な
く
、
光
悦
の
釈
尊
御
領
で
あ
っ
た
「
鷹
が
峰
」
に
準
ず
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
推
測
し
た
上
で
、
「
つ
ま
り
、
俳
書
に
お
け
る
釈
尊
御
領
と

し
て
、
日
奥
・
日
陽
・
妙
重
お
よ
び
光
悦
に
対
す
る
不
受
不
施
派
信
徒
の
法
要
集
と
し
て
、
『
鷹
筑
波
』
が
編
集
さ
れ
た
」
と
説
か
れ
た
。
通
説
と
は
異
な
る
ス
タ

ン
ス
か
ら
標
題
を
検
証
し
、
以
て
当
該
書
の
編
集
意
図
に
ま
で
迫
る
手
法
は
、
標
題
文
芸
の
研
究
方
法
と
し
て
見
習
う
価
値
を
有
す
る
。

（
注
七
）
例
え
ば
、
大
鶴
庵
塊
翁
編
『
こ
と
ば
く
づ
』
は
、
奥
書
に
「
集
の
名
の
言
葉
屑
は
五
ッ
の
巻
の
挙
句
毎
に
こ
と
ば
屑
と
い
ふ
事
の
あ
な
れ
ば
、
い
ら
ざ
る
言
葉
を

つ
く
り
て
題
せ
む
よ
り
は
と
、
あ
り
の
侭
な
る
言
葉
屑
を
も
て
名
と
し
た
る
也
」
、
「
名
録
の
き
れ
ざ
る
や
う
に
な
ら
ぶ
る
事
は
、
労
し
て
功
な
き
業
に
似
て
、
か
の

言
葉
屑
に
は
あ
な
れ
ど
、
道
の
同
朋
海
内
一
連
の
こ
ぁ
ろ
を
ぞ
こ
め
た
る
」
と
記
述
が
見
え
、
編
者
の
標
題
に
込
め
た
衿
持
の
念
も
窺
え
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。

（
注
八
）
さ
る
み
の
会
編
『
尾
三
古
俳
書
解
題
』
（
昭
和
五
十
七
年
、
研
文
社
刊
）
所
収
「
猫
の
耳
」
解
題
（
八
亀
師
勝
氏
担
当
）
に
指
摘
が
あ
る
。
本
書
の
標
題
に
つ

（
注
三
）
（
注
二
上
掲
書
に
同
じ
。

（
注
二
）
沢
井
耐
三
氏
ヨ
竹
馬
狂
吟
集
』
覚
書
ｌ
序
文
お
よ
び
二
・
三
の
句
に
つ
い
て
ｌ
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
十
一
巻
第
五
号
・
平
成
六
年
五
月
）
四
二
頁
に

（
注
一
）
木
村
一

が
あ
る
。

木
村
三

と
す
る
指
摘
が
あ
る
。

指
摘
が
あ
る
。

い
て
は
、
服
部
直
子
氏
も
、

『
初
期
俳
譜
の
研
究
』
（
平
成
元
年
、
新
典
社
刊
）
所
収
「
貞
門
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
の
中
に
、

犬
子
草
を
見
た
こ
と
の
な
い
人
は
な
か
ろ
う
が
、
こ
れ
を
手
に
と
っ
て
眺
め
よ
う
と
し
た
人
も
ま
た
な
か
ろ
う
。
そ
う
し
た
雑
草
の
名
を
と
っ
て
俳
譜
撰
集
の

題
号
と
し
て
与
え
た
と
こ
ろ
に
、
貞
徳
の
俳
譜
観
が
あ
っ
た
。

四
吾
氏
・
井
上
壽
氏
校
注
・
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
竹
馬
狂
吟
集
新
撰
犬
筑
波
集
』
（
昭
和
六
十
三
年
、
新
潮
社
刊
二
解
説
」
二
八
一
頁
に
指
摘

俳
文
学
大
辞
典
』
「
猫
の
耳
」
の
項
）
。

『
枕
草
子
』
（
「
む
つ
か
し
げ
な
る
も
の
…
猫
の
耳
の
中
」
）
に
ち
な
む
が
、
暗
に
「
此
道
の
鼠
輩
」
を
詞
し
南
泉
和
尚
の
「
斬
猫
得
悟
」
〈
賊
〉
に
ち
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（
注
二
十
二
）
『
俳
文
学
大
辞
典
』
（
平
成
七
年
、
角
川
書
店
刊
）
「
く
だ
見
草
」
（
野
田
千
平
氏
担
当
）
の
項
に
指
摘
が
あ
る
。

（
注
二
十
三
）
『
俳
文
学
大
辞
典
』
（
平
成
七
年
、
角
川
書
店
刊
）
「
埋
草
」
（
永
野
仁
氏
担
当
）
の
項
に
指
摘
が
あ
る
。

（
注
二
十
二
（
注
二
十
）
上
掲
書
四
六
三
頁
。

（
注
十
七
）
米
谷
巌
氏
編
・
解
説
『
せ
わ
焼
草
』
（
昭
和
五
十
一
年
刊
、
ゆ
一

（
注
十
八
）
国
会
図
書
館
本
・
東
大
酒
竹
文
庫
本
等
、
『
世
話
尽
』
な
る
控

（
注
十
九
）
（
注
十
七
）
上
掲
書
「
解
説
」
二
六
五
～
二
六
七
頁
に
詳
し
い
。

（
注
二
十
）
『
中
村
幸
彦
著
述
集
第
三
巻
』
（
昭
和
五
十
八
年
刊
、
中
央
ハ

中
央
公

（
注
十
六
）
『
俳
文
学
大
辞
典
』
（
平
成
七
年
、
角
川
書
店
刊
）
「
口
合
草
結
」
（
鈴
木
勝
忠
氏
担
当
）
の
項
に
指
摘
が
あ
る
。

（
注
十
七
）
米
谷
巌
氏
編
・
解
説
『
せ
わ
焼
草
』
（
昭
和
五
十
一
年
刊
、
ゆ
ま
に
書
房
）
二
六
六
頁
。

（
注
十
八
）
国
会
図
書
館
本
・
東
大
酒
竹
文
庫
本
等
、
『
世
話
尽
』
な
る
標
題
の
伝
本
群
も
存
在
す
る
。

（
注
十
二
）
乾
裕
幸
氏
「
撰
集
合
戦
ｌ
『
犬
子
集
』
と
『
誹
譜
発
句
帳
』
ｌ
」
（
『
俳
譜
孜
』
昭
和
五
十
一
年
刊
、
俳
譜
孜
刊
行
会
）
に
詳
し
い
。

（
注
十
三
）
（
注
九
）
上
掲
論
文
の
中
に
、
「
こ
の
命
名
は
連
歌
の
『
発
句
帳
』
に
倣
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
寛
永
十
年
当
時
俳
譜
を
連
歌
と
同
等
に
扱
う
が
ご
と
き

『
誹
譜
発
句
帳
』
の
題
号
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
立
圃
の
俳
譜
観
を
示
し
て
い
る
と
み
て
い
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

（
注
十
四
）
榎
坂
浩
尚
氏
「
明
暦
二
年
の
俳
壇
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
国
文
』
第
二
十
七
巻
九
号
・
昭
和
三
十
三
年
九
月
）
に
詳
し
い
。

（
注
十
五
）
以
求
子
賊
は
「
往
昔
老
人
草
ヲ
結
ビ
テ
以
テ
魏
穎
二
報
ズ
。
此
ノ
巻
モ
マ
タ
俳
道
二
報
ジ
テ
幼
学
ヲ
誘
フ
ト
キ
ハ
、
則
名
実
共
二
虚
シ
カ
ラ
ズ
カ
ナ
」
と
、
『
左

伝
』
宣
公
十
五
年
記
事
、
あ
る
い
は
『
蒙
求
』
「
魏
穎
結
草
」
に
引
か
れ
て
よ
く
知
ら
れ
た
「
草
結
び
」
の
故
事
を
引
い
て
、
俳
道
の
先
輩
の
恩
に
報
い
る
意
を
も

析
し
、
そ
の
淵
源
と
し
て
、
貞
徳
一
門
の
「
俳
譜
を
ま
と
も
な
文
事
と
し
て
扱
う
に
は
ま
だ
ど
こ
か
ふ
っ
切
れ
な
い
気
持
が
あ
っ
た
」
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
る
。

（
注
十
二
新
日
本
古
典
文
学
大
系
⑱
『
初
期
俳
譜
集
』
（
平
成
三
年
、
岩
波
書
店
刊
）
所
収
「
過
渡
期
の
撰
集
ｌ
『
犬
子
集
』
の
付
句
を
中
心
に
ｌ
」
（
加
藤
定
彦
氏

執
筆
）
に
指
摘
が
あ
る
。

っ
て
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
と
記
す
。

論
社
）
四
五
四
～
四
五
五
頁
。

(32）


